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土づくり

POINT!

ホクレン｜肥料農薬部｜技術普及課

堆肥の効果を発揮するために～土づくりを、かけ声から具体的な技術へ②

品種・技術 ここがポイント！

soil management

堆肥を施用する目的を明確にし、目
的に合わせた堆肥を施用しましょう。

良
い
堆
肥
＝
完
熟
堆
肥
？

　
「
堆
肥
は
必
ず
完
熟
さ
せ
る
」、「
堆
肥

で
土
が
ホ
ク
ホ
ク
に
な
る
」。
堆
肥
に
こ
ん

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方
は
多
い
で
す
が
、
堆

肥
を
施
用
す
る
だ
け
で
必
ず
良
い
土
の
条

件
を
満
た
せ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
必
ず
し
も
完
熟
で
な
い
と
い
け
な
い
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
堆
肥
の
効
果
を
最

大
限
に
発
揮
す
る
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

堆
肥
の
効
果
の
あ
ら
わ
れ
方
と

土
の
条
件

　

堆
肥
で
期
待
で
き
る
効
果
は
、
主
に
①

養
分
と
し
て
の
効
果
（
多
量
要
素
や
微
量

要
素
、
緩
効
的
な
肥
効
な
ど
）、
②
安
定

し
た
有
機
物
と
し
て
の
効
果
（
土
の
物
理

性
改
良
、
保
肥
力
増
加
な
ど
）、
③
生
物

の
供
給
源
と
し
て
の
効
果
、
の
三
つ
で
す

［
表
1
］。

　

土
づ
く
り
し
た
い
圃
場
の
性
質
・
状
態

を
把
握
す
る
こ
と
が
、
堆
肥
に
ど
ん
な
効

果
を
期
待
す
る
か
の
決
め
手
に
な
り
ま
す
。

養
分
と
し
て
の
効
果
の
う
ち
、
多
量
要
素

と
緩
効
的
な
肥
効
は
土
の
条
件
に
関
わ
ら

ず
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
微
量
要
素

と
し
て
の
効
果
は
、
水
田
で
は
灌
漑
水
か

ら
微
量
要
素
が
供
給
さ
れ
る
た
め
あ
ま
り

期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
安
定
し
た
有
機
物
と
し
て
の
効

果
の
大
き
さ
は
土
壌
中
の
有
機
物
の
量
で

異
な
り
、
有
機
物
が
少
な
い
圃
場
で
効
果

［表 1］堆肥（有機物）の施用効果 （山根、1981 に加筆）

［表 2］各種有機物資材や堆肥の C/N 比による分類と効果
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堆肥(有機物)
の効果 効果の詳細

◯ ： 効果が期待できる　× : 効果が期待できない　　有機物(腐植)の判定基準 : 砂質の土なら1～2%程度、粘土質の土なら5～6%が目安

◯ ： 効果の期待大　△ : 施用当年からの効果の期待中　× : 効果の期待小

C/N比

各資材間
でのC/N比
の比較

期待される
効果

～10

魚粕
大豆粕
鶏ふん
食品工場汚泥
豚ふん

クローバ
稲わら完熟堆肥
米ぬか
牛ふん
稲わら中熱堆肥

おがくず牛ふん堆肥
おがくず豚ふん堆肥
稲わら未熟堆肥

バーク堆肥
稲わら
麦わら
製紙かす
おがくず

～20 20～30 30～
堆肥の特徴

養分として

土壌の物理性改良

小

大

養分効果大

◯
×

△
△

×
◯

遅効性 安定有機物

物理性の改善や保肥力増加など

微生物、地中動物の供給源

水田畑
有機物 少 有機物 多有機物 少有機物 少

造成地
有機物 多

養分として

安定した
有機物として

生物の
供給源として

三要素肥料として
微量要素肥料として
 緩効性肥料として
植物ホルモンとして

施用効果の
期待小

圃場での
栽培歴は？

土の腐植(有機物)
含量は？

施用効果の
期待大

施用効果の期待大肥効の期待大
・堆肥からの養分は滅肥できる
・畑では微量要素としての
 効果も期待できる

腐植(有機物)が多いと、
物理性は制限因子になりにくい

あり なし

養分効果を期待して 物理性改良を期待して

C/N比の小さい堆肥 C/N比の大きい堆肥

生物性改良を期待して

施用効果の期待小

何のために堆肥を施用するのかをよく考え、目的を明確にしてから堆肥を施用する

とくに粘質の土では、
C/N≧30の有機物を長
期にわたって施用すると、
大きな効果が期待できる。

多い
（土色に黒
みが多い）

少ない
（土色に黒
みが少ない）
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堆肥(有機物)
の効果 効果の詳細

◯ ： 効果が期待できる　× : 効果が期待できない　　有機物(腐植)の判定基準 : 砂質の土なら1～2%程度、粘土質の土なら5～6%が目安

◯ ： 効果の期待大　△ : 施用当年からの効果の期待中　× : 効果の期待小

C/N比

各資材間
でのC/N比
の比較

期待される
効果
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～20 20～30 30～
堆肥の特徴

養分として

土壌の物理性改良

小

大

養分効果大

◯
×

△
△

×
◯

遅効性 安定有機物

物理性の改善や保肥力増加など

微生物、地中動物の供給源

水田畑
有機物 少 有機物 多有機物 少有機物 少

造成地
有機物 多

養分として

安定した
有機物として

生物の
供給源として

三要素肥料として
微量要素肥料として
 緩効性肥料として
植物ホルモンとして

施用効果の
期待小

圃場での
栽培歴は？

土の腐植(有機物)
含量は？

施用効果の
期待大

施用効果の期待大肥効の期待大
・堆肥からの養分は滅肥できる
・畑では微量要素としての
 効果も期待できる

腐植(有機物)が多いと、
物理性は制限因子になりにくい

あり なし

養分効果を期待して 物理性改良を期待して

C/N比の小さい堆肥 C/N比の大きい堆肥

生物性改良を期待して

施用効果の期待小

何のために堆肥を施用するのかをよく考え、目的を明確にしてから堆肥を施用する

とくに粘質の土では、
C/N≧30の有機物を長
期にわたって施用すると、
大きな効果が期待できる。

多い
（土色に黒
みが多い）

少ない
（土色に黒
みが少ない）
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旬の技術情報や品種に関する情報

［図 1］土づくりの目的に合わせた堆肥施用の考え方

材
を
施
用
す
る
と
、
微
生
物
に
よ
っ
て
分

解
さ
れ
る
時
に
土
壌
中
の
窒
素
が
使
わ
れ
、

作
物
が
使
え
る
窒
素
が
不
足
し
生
育
が
抑

制
さ
れ
る
（
窒
素
飢
餓
）
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
窒
素
施
肥
量
を
増
や
す
な
ど
注

意
が
必
要
で
す
。
完
熟
堆
肥
が
良
い
と
さ

れ
て
き
た
背
景
に
は
窒
素
飢
餓
を
防
ぐ
た

め
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

良
い
土
を
目
指
す
た
め
の

堆
肥
施
用

　
土
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
目
的
に
合
わ

せ
た
堆
肥
の
施
用
が
大
切
で
す［
図
1
］。

①
土
壌
物
理
性
の
改
善

　

安
定
し
た
有
機
物
と
し
て
の
効
果
を
期

待
し
て
Ｃ
／
Ｎ
比
が
大
き
い
（
未
熟
）
堆

肥
が
適
し
ま
す
。
た
だ
し
、
改
善
効
果
が

実
感
で
き
る
ま
で
に
は
長
期
的
な
連
用
が

必
要
で
す
。

②
土
壌
化
学
性
の
改
善

　
Ｃ
／
Ｎ
比
が
小
さ
い
（
完
熟
）
堆
肥
を

施
用
す
る
こ
と
で
養
分
供
給
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
施
用
し
た
年
か
ら
効
果
が
あ

ら
わ
れ
る
の
で
、
北
海
道
施
肥
ガ
イ
ド
に
基

づ
い
た
減
肥
を
適
切
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
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施用効果の
期待小

圃場での
栽培歴は？

土の腐植(有機物)
含量は？

施用効果の
期待大

施用効果の期待大肥効の期待大
・堆肥からの養分は滅肥できる
・畑では微量要素としての
 効果も期待できる

腐植(有機物)が多いと、
物理性は制限因子になりにくい

あり なし

養分効果を期待して 物理性改良を期待して

C/N比の小さい堆肥 C/N比の大きい堆肥

生物性改良を期待して

施用効果の期待小

何のために堆肥を施用するのかをよく考え、目的を明確にしてから堆肥を施用する

とくに粘質の土では、
C/N≧30の有機物を長
期にわたって施用すると、
大きな効果が期待できる。

多い
（土色に黒
みが多い）

少ない
（土色に黒
みが少ない）

が
期
待
で
き
ま
す
。
有
機
物
の
量
は
厳
密

に
は
分
析
し
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
土

の
色
（
黒
み
）
が
あ
る
程
度
の
指
標
に
な

り
ま
す
。

　

生
物
の
供
給
源
と
し
て
の
効
果
は
造
成

地
の
よ
う
な
極
度
に
有
機
物
の
少
な
い
土

で
は
期
待
で
き
ま
す
。
一般
的
な
圃
場
で
は

す
で
に
多
く
の
生
物
が
生
息
し
て
い
る
の
で
、

効
果
は
小
さ
く
な
り
ま
す
。

堆
肥
の
種
類
と
効
果
の

あ
ら
わ
れ
方

①
炭
素
と
窒
素
の
比
率
（
Ｃ
／
Ｎ
比
）

　

堆
肥
や
有
機
物
資
材
の
効
果
の
あ
ら
わ

れ
方
は
、炭
素
（
Ｃ
）
と
窒
素
（
Ｎ
）
の
比

（
Ｃ
／
Ｎ
比
）
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
［
表

２
］。
完
熟
堆
肥
の
よ
う
に
炭
素
が
少
な

く
窒
素
の
多
い
堆
肥
（
Ｃ
／
Ｎ
比

小
）
は
、

早
く
分
解
さ
れ
る
の
で
養
分
効
果
が
あ
ら

わ
れ
や
す
い
で
す
が
、
土
に
有
機
物
と
し
て

蓄
積
し
に
く
い
た
め
物
理
性
改
善
に
は
適

し
ま
せ
ん
。
逆
に
バ
ー
ク
堆
肥
の
よ
う
に
炭

素
が
多
く
窒
素
の
少
な
い
堆
肥
（
Ｃ
／
Ｎ

比
大
）
は
、
養
分
効
果
は
あ
ま
り
期
待
で

き
ま
せ
ん
が
、
分
解
が
遅
く
安
定
し
た
有

機
物
と
し
て
蓄
積
す
る
の
で
、
物
理
性
の

改
善
を
期
待
し
た
い
場
合
は
、
毎
年
施
用

す
る
と
効
果
的
で
す
。

②
窒
素
飢
餓
に
注
意

　
Ｃ
／
Ｎ
比
が
大
き
い
堆
肥
や
有
機
物
資
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